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中・高校生女子における学業的自己概念と自己価値

○相良順子（聖徳大学） 宮本友弘（東北大学） 
 鈴木悦子（聖徳大学） 
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問   題 

 中・高校生女子の自己価値は，国語，英語，数

学における実際の学力よりも，その教科に対する

「得意だ」という認知と関連があることが報告さ

れている（相良・宮本・鈴木,2015）。こうした学

力に関する自己認知は学業的自己概念とも呼ばれ

る。本稿では，国語，数学，英語，理科，社会，

音楽，体育，美術，技術家庭の 9 教科すべてに対

し，学業的自己概念と自己価値との関連を検討す

る。まず，中・高校生の３年間の縦断データを用

い，「得意である」という認識の構造の変化を分析

し，中学生と高校生とを比較する。次に，それが

自己価値とどう関連するかを検討する。 

方   法 

 調査対象 大学の附属の女子中高一貫校の生徒

を対象にした。201Ｘ年に入学した中学生 1 年次

（87 名），2 年次 83 名），3 年次（69 名）のデー

タを使用した。同様に，201Ｘ年に入学した高校生

１年次（166 名），高校 2 年次（150 名），3 年次（164

名）のデータを使用した。 

 調査時期 201Ｘ年から 3 年間，毎年 7 月に調査

を実施した。 

手続き 質問紙調査法。調査票は担任を通じて

配布，回収された。 

内容 ①自己価値 児童用コンピテンス尺度

(桜井，1992）の自己価値を使用した。各 10 項目，

4 件法（1 点～4 点）による回答。 ②学業的自己

概念：国語，数学，英語，理科，社会，体育，音

楽，美術，技術家庭についてどのくらい得意かど

うか 5 件法で尋ねた。 

 本研究は，聖徳大学「ヒューマンスタディに関

する倫理審査委員会」の承認を得て実施した。 

結   果 

学業的自己概念の構造 

 9 教科についての評価を因子分析（主因子法・

プロマックス回転）した結果，Table1(中学 2 年)，

Table2(高校 2 年)に示した。中学 2 年生では，数

学と理科に加えて，美術，技術家庭，体育が 1 因

子としてまとまっていた。一方，高校 2 年生では，

国語と社会の文系科目，理科と数学の理系科目，

および美術，家庭，体育，音楽など実技系がまと

まった因子として抽出された。 

学業的自己概念と自己評価との関連 

 各教科の得意の程度と自己価値との相関を中学

生と高校生生それぞれ学年別に算出したところ，

中学生では 9 科目の「得意」認知のすべてについ

て自己価値と.30～.55 の有意な相関が得られた。

一方，高校生では，3 学年とも体育，音楽，美術，

技術家庭の実技系科目のみ自己価値と.25～.28

の有意な相関が得られた。 

考   察 

 中学生の学業的自己概念は，高校生と異なり，

理系科目，文系科目と技術系科目という分化はな

されていないことが示された。高校生において技

術系科目の学業的自己概念と自己価値に正の相関

があるという結果から，教科科目が偏差値などで

客観的に示され自己評価を高めにくい一方で，技

術系科目は授業の中での実技や作品等の課題での

達成が自己評価に反映されやすいことが考えられ

る。 

 

Table 1 中学 2 年の因子分析結果 

項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

数学  .827 -.376 .161 

美術  .722 .013 .136 

技術家庭  .707 .199 .121 

理科  .659 .038 -.119 

体育  .423 .268 .388 

社会  .178 .876 .266 

国語  .164 .778 .023 

音楽 -.081 .404 -.225 

英語  .010 .181 .892 

Table 2 高校 2 年の因子分析結果 

項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

美術  .716 -.074 -.054 

技術家庭  .658 .010 .271 

体育  .468 -.070 -.041 

音楽  .442 .268 -.095 

国語  .136 .697 -.111 

社会 -.064 .607 .055 

英語 -.379 .429 .074 

理科  .010 .196 .702 

数学 -.056 -.198 .634 

付   記 

本研究は科研費(26380949)の助成を受けた。 
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